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１． はじめに

　2009年度は，これまで継続して行ってきた活動を体

系化しながら発展させることができた。グローバル30

の推進に伴って海外留学室のスタッフが増強され，こ

れまで海外留学室でも週１日勤務していた柴垣が，そ

の１日を組み入れて週３日間留学生センター相談室で

勤務できることになり，相談対応が充実した。一方留

学生相談室でもメンタルヘルス専門教員が増員された

ことから，心身不調を訴える学生の対応について連携

をより強めることができ，学生たちにとっても相談員

にとっても勉学・生活の相談体制が強化されたと言え

る。また経費助成を受けることができたため，様々な

ワークショップを体系化し，より発展させて提供する

ことができた。

　今後益々盛んになるであろう全学レベルでの国際教

育交流について，積極的に関わっていくことの重要性

が改めて認識された一年であった。

２．オリエンテーション：
　情報提供，信頼関係構築，交流促進

　留学生の渡日前から修了後にいたるまでの参加型，

交流型，日本語・英語併用オリエンテーションを継続・

充実させた。

⑴�　渡日前オリエンテーション（留学生センター所属

学生対象）

　例年と同様，柴垣が事務室と協力して「入学前ガイ

ドブック」を入学予定の学生たちに送付し，ホーム

ページ上にも掲載した。留学生センターに所属する学

生たちには，渡日前からスタッフや学生たちと交流し

て信頼関係を築いていけるよう，渡日前情報誌を作成

し郵送した。在学中の留学生や修了生が情報提供者と

して登録したため，新入生・スタッフ・先輩学生たち

が連携体制をとることができた。新入生の空港への迎

えについても，チューターや先輩留学生たちの協力も

得て行うことができた。

⑵�　到着後オリエンテーション（留学生センター所属

学生対象）

　例年と同様，柴垣が中心になって４月と10月に数回

に分けて行なった。事務室，相談室，日本語部門の連

携により順調に行なえた。

⑶�　ワークショップ型オリエンテーション（全学学生

対象）

　これまでのワークショップを体系化し，「日本の伝

統文化」「日本の生活」「世界の言語文化」という枠の中

で，様々なセッションを提供した。後期は留学生支援

事業に採択されて予算がついたことから，講師執筆に

よる独自教材を整えながら様々な取り組みを行った。

　他部局と連携してセッションを企画・運営したり，

学生ボランティアグループや文化サークルが主体的に

企画・運営・実施するセッションに協力したりして，

日本と世界の言語・文化を多角的に学ぶ機会を提供す

ることができた。

ワークショップの実施と内容（添付資料１，２参照）

【日本の伝統文化】

　これまで講師として協力してくださった方々が引き

続き各セッションで講義と実践指導を行なってくだ

さった。新たな企画として「日本舞踊」「折り紙」を取

り入れた。「日本舞踊」は，講師がボランティア活動

の一環として協力してくださり，海外留学を目前にし

た学生が留学準備として，日本文化を紹介するアイデ

アを身につけられるよう，参加を呼び掛けた。「折り

紙」では，これまで工学研究科で折り紙講座を約10年

間続けてきた「白ゆり会」の池井経子氏が，これまで

の活動も活かした形で資料を作成し講座を準備してく

教育交流と学生支援活動の体系化に向けて

～留学生センター相談室活動報告～
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ださった。これら日本の伝統文化を学ぶ講座は，これ

までのワークショップの蓄積を生かして，今後授業と

しても開講していく予定である。

【日本の生活】

・防犯：千種警察署の協力指導により，この地域で起

きた事件を紹介しながら，交通安全に関すること

や，事故防止，防犯に対する知識を高めるセッショ

ンを行った。護身の基本も学んだ。

・地震：今年度も環境学研究科との連携により，名古

屋に住む外国人留学生，研究者のための地震防災研

修会として初級レベルの講習を行なった。同研究科

とは昨年度に引き続き防災研修開発のプロジェクト

を進めた。

・引っ越し：例年のように，国際交流会館の退去時期

の２～３カ月前に行ない，余裕を持って引っ越しの

準備ができるようにした。

【世界の言語文化】

・前期は，イスラム文化会の新企画「アラビア語初級

講座」13回シリーズに協力した。イスラム圏出身の

学生たちを中心に十数名が受講した。

・後期は，イスラム文化会と学生支援プログラムとの

共同主催で「アラビア書道」講座４回シリーズを開催

した。様々な文化圏の学生たち約10名が受講した。

落ち着いた雰囲気の中で竹ペンを使って美しい文字

を書いていく作業からは，にぎやかな活動を通して

とはまた異なる交流が生まれた。

・新企画としてアルゼンチンのタンゴ音楽・ダンスに

ついての講演・実演会を，国際開発研究科国際コ

ミュニケーション専攻と共催して開催した。ワーク

ショップでシンポジオンホールを使用するのは初め
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てだったが，学内外から約80名が参加し盛況であっ

た。普段あまり触れることのないタンゴ音楽の歴史

や広がりについての国際開発研究科の西村秀人准教

授の講演に続いて，タンゴダンスのプロ（タンゴダ

ンススタジオ「デスティノ・タンゴ」の招待講師）か

ら，踊り手としての気持ちなどの話しと実演があっ

た。同研究科の大学院生たちが，その高い能力を活

かしてスペイン語→日本語の通訳・翻訳を担当した。

・「間違いを恐れずに積極的に外国語を聞き話す」プロ

グラムであるランゲージシャワーは，前年度から引

き続きワークショップの言語交流セッションとして

取り入れ，７名の学生ボランティアが企画・運営・

実施を自主的に行う活動としても，軌道に乗り始め

た。（次項の「交流プログラム」に詳しく記す。）

⑷�　交流プログラム

　留学生センター相談室では，ワークショップ以外

に，「パートナーシッププログラム」（教育交流部門に

より1998年４月開始）と，「ランゲージシャワー」（添

付資料３参照）の２つの交流プログラムを，柴垣が中

心になってコーディネートしている。

【情報発信の窓口，交流のきっかけとしての

� パートナーシッププログラム】

　パートナーシッププログラムは，国際交流を希望す

る学生の登録により，一般学生と留学生を１対１で紹

介し，自由に交流を始め，交流の輪を拡げる「きっか

け」を提供するものとして始まった。登録に際しては，

マッチングの参考とするために登録の目的，興味や趣

味，交流で使用したいコミュニケーション言語（外国

語の場合は，参考程度にレベルを問う）を面談により

聞き取っている。紹介後は，特に活動報告は必要とせ

ず，双方の自由意思により交流を続けてもらうことに

している。１対１での交流以外に，登録者の時間と

ニーズに合った活動や交流が見つけられるよう，ま

た，一般学生同士，留学生同士でも新しい友人を見つ

けることができるよう，登録者に学内外の交流情報を

提供している。

　学内のチューター制度が整った今，一般学生と留学

生が１対１で出会い，チューター支援の中で交流を育

む機会が増えており，実際にパートナー登録した学生

に，留学生のチューターとして交流を始めてもうらこ

とがある。しかし，チューター制度上の時間の制限や

書類作成などの手続きにとらわれ，支援から生まれる

交流を意識できないでいる学生もおり，新たにパート

ナーを求めるケースも複数あった。一般学生と留学生

の混住寮に住む学生たちが，パートナーを求めて登録

するケースもある。パートナーを紹介しても，最初の

２，３回連絡を取り合っただけで，その後は交流が続

かぬまま，立ち消えてしまうケースもあり，それぞれ，

交流が育まれるであろう環境にあっても，当然ながら

個々の要素がうまく噛み合わなければ，交流の発展は

難しい。

　一般学生と留学生の登録数の違いや，登録者のニー

ズに合う候補者がいないなど，紹介までに時間を要す

る，あるいは，紹介後に何らかの理由で交流が続かな

い場合には，個人対個人ではなく，学生交流グループ

の活動や，交流イベントの参加によって交流のきっか

けを見つけてもらうように，メールや学内掲示により

常に情報発信に努めている。しかしながら，情報がど

こにあるかわからない，たくさん有り過ぎてわかりづ

らいという情報の受け手の声が聞かれ，情報整理によ

る効果的な広報の在り方を他交流グループと一緒に検

討していく必要がある。

【チャレンジを多面的に支援するプログラムとしての

� ランゲージシャワー】

　2007年１月に留学生センターワークショップの言語

セッションの一環として始めた「ランゲージシャワー」

は，2008年度から，プログラムのファシリテータとし

て，学生ボランティアが企画・実施に協力し，その後，

運営，企画，実施を学生が自主的に行うプログラムに

発展しつつある。

　学生の自主性を尊重しながらプログラムとして成

立・存続させることは，学生にとっても，コーディ

ネータにとっても容易いことではない。アイデア企画

ランゲージシャワーで
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をセッションで実行すること，それを外国語で行うこ

と，ファシリテーションのテクニックが必要であるこ

となど，学生の多くにとって初めてのチャレンジであ

り，企画が難航したり，実践において消極的になった

りすることもしばしば見受けられた。コーディネータ

として，言語面では，留学生を言語サポーターとして

起用し，毎回のセッションで使えるフレーズを学習し

たり，学生ファシリテータには，２月に開催されたグ

ローバルリーダー育成プログラム「国際交流に役立つ

「ファシリテーション」を身につけよう！」（留学生相

談室・留学生センター主催）に参加するようアドバイ

スするなどし，新しいサポート，知識を得て，「とにか

くやってみる」をスローガンに，学生の自主性を刺激

することに努めた。

　このプログラムはファシリテータの学生と共に，外

国語を話すことに自信がないと感じている参加者全体

のチャレンジを促すためのものなので，参加者に，自

分だけではない，同じようにやってみよう，という安

心感を与える要素も必要である。活動を続ける中，学

生ファシリテータの失敗を恐れないチャレンジが，ほ

かのファシリテータ学生や参加者の背中を押し，新た

なチャレンジを全員で支援する雰囲気が生まれた。ま

た，ファシリテータの学生たちが，プログラムで得ら

れる効果をより高く期待し，様々な改善を提案，議論

するようになった。

　多くの学生グループが，就職活動や授業カリキュラ

ムの都合などにより，スタッフ活動の継続について課

題を抱えているものと思われる。ランゲージシャワー

は，コーディネータのサポート介入の割合が高く，学

生が主導する持続可能なプログラムとしては発展途上

にある。G30により学内の国際化がより進む中，外国

語運用スキルの向上が望まれている。そのような中で

ランゲージシャワーの在り方も変化していくと思われ

るが，プログラムに関わる学生自身が失敗を楽しみな

がらチャレンジできるものとして存続することを願っ

ている。

　なお，学生スタッフがまとめた昨年度本プログラ

ムの報告については，『名古屋大学国際交流グループ

2009年度活動報告書』（2010年３月，名古屋大学留学生

相談室・留学生センター発行）を参照されたい。

２． 学生個別教育：相談

　相談室での相談活動を「個別教育」と位置づけ，名

古屋大学の留学生に限らず，在学生や他大学へ進学し

た学生，地域構成員などの相談にも可能な範囲で対応

した。

⑴�　相談時間

　これまでと同様の相談時間確保（週7-8コマ分）を目

処とした。相談時間を掲示し，その他の時間でも在室

中は適宜相談に対応した。電子メールでの連絡や伝言

ボックスへの連絡は常時受けられるようにした。

⑵�　相談件数

　これまで多くあった電子メールによる入学・留学相

談は減少している。各学部・研究科それぞれの入学案

内がインターネット上で整備されてきたためだと思わ

れる。相談室来訪は今年度は割合多く，大きな問題が

なくても相談室に寄って日本語学習の質問をしたり感

想を話したりする学生たちもいた。相談室がより身近

に感じられるようになったためではないかと思われる。

⑶�　特徴的な相談内容

　様々な相談の詳細その背景については，個人の生活

に関わることなのでここで報告することができない

が，特徴として以下を報告し，今後の活動に活かして

いきたい。

■指導教員

　進路を強く影響する指導教員との関係についての問

題は深刻である。今年度もいくつかの問題があり，相

談室では本人の留学目的の達成や大学の研究環境改善

について，短期的・長期的に対策を検討し，適宜研究

室の先輩学生等の力も借りながら可能な範囲でアドバ

イスした。個別のケースで関係教員と情報共有をする

のは不可能な場合も多いため，一般的なケースについ
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て多くの教員たちと情報共有できるような体制を作っ

ていきたい。

■勉学・研究

　今年度も，留学前の期待や希望と現実の環境の違い

に適応できずに悩む学生がおり，留学生相談室のカウ

ンセラーと連携して対応した。国費留学生の場合には

特に，奨学金を得て渡日した責任についても自覚を促

したうえで，進路について助言したり，先輩留学生を

紹介したりし，よりよい選択ができるよう支援した。

　日本語の学習が思うように進まないことについてス

トレスを抱える学生も数名いた。言語の習得の過程で

は上達が止まったように感じる段階があることや，集

中できない別の要因が隠れていないかなどについて話

し合いながら難しい時期を乗り越えていった。個人で

ノート PC を持たない学生から，CD 教材による日本

語学習が思うようにできないとの相談を受け，日本語

教員から機器を貸し出してもらう方法をとった。学内

の PC 環境整備だけでは個人学習においては十分に満

たされないことがあることがわかった。

　日本語研修期間後に別の大学で専門研究をする学生

の場合，行く先の様々な情報を必要としているため，

相談室と事務室で協力して滋賀大学や愛知教育大学と

の連絡調整を行った。

　研究科での事務手続きにおいて，スタッフから学生

の人格を否定すると思われるような対応を受けたと

言って相談に来た例があった。実質的に事務手続きが

進むよう配慮しながら，コミュニケーションのとり方

について助言した。

　修了生から，元指導教員との関係において相談が

あった。修了生は様々な場面で元教員からの推薦等が

必要になり，良好な関係は在学中だけでなく修了後も

長年にわたって課題となっている。

■宿舎

　国際学生交流課の尽力もあって環境改善がはかられ

ているためか，民間宿舎問題では大きな問題が寄せら

れなかった。国際交流会館等でもスタッフや寮生たち

の創意工夫で環境改善されている様子である。学生

チューターのサポートもあり，早めに民間アパートへ

引っ越すケースが例年より多かった。

　留学生との親交がきっかけになって2006年に留学生

用マンション「メヘルバン本州」を建設してくださっ

た本州建設㈱代表取締役田口宗男氏に，2009年３月総

長から感謝状が贈られた。

■医療・健康・安全

　新型インフルエンザの流行が大きな問題になった一

年であった。学生たちへも来日前から注意をうなが

し，手洗い・うがいの励行を呼び掛けた。この流行に

よって，家族の呼び寄せ時期を変更する学生もあっ

た。心身の不調をきたした人の中には入院した学生も

あり，同級生の助けを受けながら入退院の手続き等の

支援にあたった。自転車事故で顔面に怪我をし，数か

月の治療を必要とした学生がいた。感染防止のために

マスクが必要だったが，インフルエンザの流行でマス

クが不足しており，同僚たちから募ったりした。

　残念ながら，毎年，交通事故に巻き込まれたり，運

動中にケガをする学生がいる。通学中・課外活動中の

事故には，日本国際教育支援協会による保険への加入

が義務付けられているが，それだけではカバーできな

い事故も多い。総合保険加入について到着後のオリエ

ンテーションでも強く勧めている。

　以前から心身の不調を抱えて解決の糸口が見えな

かった学生たちの問題について，留学生相談室の異文

化間カウンセリング専門の教員たちから協力を得なが

ら対応した。解決にはまだ時間を要しそうなケースも

複数あるが，できる限り支援していきたい。

■家族

　留学中に，母国にいる家族が健康を害したり亡く

なったりして，一時帰国する学生が複数いた。渡日直

前に出産し，幼い子供を残して渡航した学生も複数あ

り，留学生自身の新しい環境への適応，家族呼び寄せ

の計画，残された家族の環境の変化などについての相

談に対応した。

　日本も新型インフルエンザの感染地域となり，家族

の日本への渡航を見合わせる例があった。家族の病気

が深刻なため，学期途中で一時帰国の予定で出国した

学生がいたが，その後日本に戻らない時期が続き，関

係機関で対処した。

■学生組織との連携

　今年度も留学生を中心とした大学院生が主催して，

国際・学際学会 FeedForth が開催された。第４回目

となった今回は，留学生センターは広報の面で協力し
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ただけで，すべてを大学院生が自主的に行った。日本

人学生の発表も増えてきて，今後が楽しみである。大

学院生たちの，研究に対する真摯な姿勢が今後よい形

で繋がっていくことを期待している。学生支援関係

機関で名大版サイエンスカフェの構想があり，今後

FeedForth も連携の可能性を探っている。

　ICANU（名古屋大学イスラム文化会）とも協力し

て活動した。昨年度，金曜集会のために豊田講堂内の

展示スペースが使用できることになったが，この場所

の存在が学内に知れ渡ってきたことから，今年度は他

のグループによる予約も増え，ICANU が予約できな

いことも多くなった。その都度他の場所を探して予約

し，多くの会員に周知し移動しながら集会を持ってい

たが，その調整の負担は大きいものであった。一定の

場所の確保を望んで，今年度12月に再び ICANU が，

ムスリム学生140名の氏名と所属のリストをつけて総

長宛に依頼状を送った。関係部署で検討され，その結

果，来年度からは国際交流会館インターナショナルレ

ジデンス東山の会議室が１カ月ごとに予約できるよう

になった。この会議室では，長年に渡って毎週金曜日

に留学生の家族のための日本語・日本文化講座が開催

されていたが，来年度からは講座日程を変更し，金曜

日に ICANU の使用が可能となるような配慮がされた。

　ICANU 主催，留学生センター共催の「各国紹介の

日」では６月にシリアを，11月にマレーシアをとりあ

げ，美しい映像も使って英語と日本語による紹介講演

を行った。言語を駆使して行う発表と活発な質疑応答

は，多文化交流の醍醐味を感じさせるものだった。「イ

スラム世界フェスティバル」も昨年に続いて３月に留

学生センターが共催した。研究者の講演の後，イスラ

ム世界の食事を楽しむという企画で，学内外の100名

以上が集い，学びの多い会となった。

■交流・研修

　パートナー制度，ワークショップ等の参加登録など

で相談室を訪れる学生たちは多い。その機会に，交流

や進路についての相談を受けることもある。「英語の

ネイティブ話者と友だちになりたい」という希望は多

く，その理由としてネイティブ話者でなければ正しい

英語が話せないとか，ネイティブ英語を学ばなければ

いけないというような思い込みがあるようである。ネ

イティブ話者が学内には非常に少ないこと，ネイティ

ブ話者でなくても英語を使いこなして生活している学

生たちが多くいること，ネイティブ英語にこだわらず

外国語を積極的に使って活動していけることなどを伝

えて，様々なプログラムを紹介し，参加を呼びかけて

いる。

　大学院学生から，修了前に故郷ポーランドの写真の

展覧会を開催したいという相談があった。教養教育

院内のプロジェクト・ギャラリー「Clas」を予約し，

「ポーランドの秋」という題で１週間の展覧会が実現し

た。このギャラリーは今後も様々な場面で活用できそ

うなため，利用を検討したい。

写真展覧会「ポーランドの秋」

　インド哲学に詳しい教員研修生が，学内向けに１

回，ラージャ・ヨガのセミナーを提供した。身体を動

かすヨガと異なる瞑想のヨガで，学内から約10名の参

加があった。またフランス語圏出身の学生たちが，フ
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ランス語を学習する学生たちと昼休みに会話を楽しむ

会を，毎週２回継続して主催した。学生が積極的に提

案して，このような貴重な学習や交流の場が増えてい

くのは心強いことである。

■その他

 南部生協「フレンドリー南部」食堂で，ベジタリアン

が安心して食べられるメニューを提供することが検討

されており，ベジタリアンのスタッフや学生と，情報

提供に協力した。ハラールフード提供が既に実現し，

今後さらに様々な文化に対応できるようになりそうで

ある。学内の多文化環境が整備されていくよう，今後

も諸機関や学生たちと協力しながら継続的に取り組ん

でいきたい。

３． 学部・大学院教育：授業

　前期の基礎セミナー「多文化社会を生きる」の松浦

教授を代表とする教員チームに田中は一部参加した。

また後期の教養科目「留学生と日本」の浮葉准教授を

代表とする教員チームには例年通り参加し，今後も使

用できるような教材を作成した。今後基礎セミナーや

教養科目開講科目の提供を少しずつ増やしていく予定

である。

　大学院国際言語文化研究科の「異文化コミュニケー

ション論」の授業は７年目となり，田中が担当して多

文化学生チームで授業を進め，事例検討論文集の編纂

をめざしてチームで討論し，各自が論文を執筆した。

その編集・印刷のための資金獲得に向けて助成金申請

などを行っている。（詳細は本年報の「異文化交流実践

を授業にフィードバック」の項を参照）

４．チューター調整・指導

　留学生センター所属の学生たちのチューター支援に

ついて，調整・指導の担当をし，チュター募集，組み

合わせ，オリエンテーション，書類請求などの業務を

行った。留学生センターでのチューター制度が４年目

になり在学生たちへの認知度も高くなって，能力の高

いチューターが集ってくるようになった。

　留学生センター所属生のうち，他大学進学予定者，

教員研修生，日本語・日本文化研修生の渡日時の空港

出迎えに関しては，留学生センターが担当することに

なり，出迎え希望があった学生にのみ，チューター支

援の一環として，在籍生が出迎え支援した。

　昼食時間の懇談会の準備調整も，留学生相談室，各

部局の留学生担当教員及び，短期留学室と協力のうえ

行なったが，留学生センターのチューターたちの参加

は少なかった。チューターは全員他学部／研究科に在

籍して広いキャンパスの様々な場所で学んでいるの

で，同じ時間に召集することが難しい。同理由から，

チューターのためのオリエンテーションもほとんど個

別に行っている状況である。チューター活動に要する

相談室スタッフの時間的な負担は大きいが，留学生に

とってもチューターにとってもよい学びの機会となっ

ているので，今後とも効率があがるようさらに工夫し

ながら進めたい。

５．地域連携講演・文化交流

　名古屋大学が位置する千種区の警察には，従来様々

な形で協力してもらい，今年度は防犯についてのセミ

ナーも行ってもらった。出身国や地域ごとに開催され

る学生集会などが他人によって思わぬ方向に利用され

ることなく行なえるよう，学生グループとも協力して

いる。2009年１月から田中が担っている警察協議会委

員を今年度も継続し，地域安全の視点から警察に意見

を伝えている。

　教育現場でボランティアで活動したいという希望を

持つ教員研修生が複数あり，それぞれの希望に沿って

学内の保育園や学童保育所，中・高等学校などの担当

者につないだ。研修生たちにとっては日本で初めての

実地研修となり，また現場からも，子どもたちにとっ

てよい刺激となり，スタッフ側も子どもとの接し方や

教育方法について学ぶことが多くあったという感想が

届けられた。新しい環境の中で多くの活動を経験した

い留学生の気持ちを応援しつつ，時間管理や責任感の

大切さについて文化的背景も含めて伝えるようにして

いる。

６．センター内委員会

・安全防災部会：防災委員として，また相談室として，

今年度も総長裁量経費を受けて環境学研究科と共同

で留学生のための発展型防災研修上級編の開発プロ

ジェクトに取り組んだ。昨年度行ったプロジェクト
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から発展させ，名古屋市港防災センターの見学ガイ

ドと音声ガイドを作成するという活動を，委員や大

学院生たちと共に行った。（本年報「事業報告」を参

照）

・PC管理委員会：PC室管理のうち，施錠等の見回りを

する学生への指導・連絡を担当した。アルバイト学

生と連絡をとりながら，夜10時まで使用されている

建物と PC 室の安全と環境整備に努めた。残念なこ

とに PC 室の機器が２回にわたって盗難にあった。

さらなる安全対策のために委員会で検討して処置を

講じたほか，施錠見回り学生へも協力を求めた。

７．学内委員会

　名古屋大学が運営する「こすもす保育園」の運営協

議会議長を田中は２年目として継続担当した。設立４

年目となり，具体的な運営の細部や駐車場の使い方な

どをつめる必要があったほか，増築という課題を無事

終え，秋に新入園児たちを迎えるという一大イベント

もあった。男女共同参画関係やハラスメント防止対策

関係の委員としても，留学生相談業務で培った知識や

経験を活かすように努めた。会議や打ちあわせが多く

あって相談室にいられないことも多かったが，柴垣と

田中で時間調整をしながら，相談室運営に支障をきた

さないよう心がけた。

８．おわりに

　2008年度に日本政府により打ち出された「留学生30

万人計画」の中で，名古屋大学でも様々な施策が検討

され実行されている。世界を舞台に活躍できる学生た

ちの育成に留学生センターが貢献できることは大き

い。今後も学内外の様々な機関・人々と連携をとりつ

つ，教育交流を進めていきたい。

　個人的なことになるが，田中は現在の仕事を始めて

からもうすぐ20年になる。この間，二人の子どもを出

産し育ててきた。夕方以降の勤務や宿泊を伴う出張を

するのが難しい時期が長く続いたが，その間も同僚た

ちに助けられ，仕事を進められたことに心から感謝し

ている。今年度は，一番たいへんな時期に教え励まし

てくださった，元留学生センター教授の三宅政子氏を

インドネシアに訪ねることができた。三宅氏は2004年

夏に退職してバリに居を移してから６年間，多くの子

どもたちの就学支援を行っており，元同僚である私た

ちも彼女の経験を通して教育交流についてより広く深

い見地から学んでいると感じる。

　子育て中の環境でできる仕事があれば積極的に貢献

したいという考えから，これまで学内保育園や学童保

育所の設立，学内の多文化環境整備や防災活動に関

わってきた。子育てと研究を両立させるべく努力して

いる留学生たちからの相談に対応することもできた。

自分自身がより広範に動ける時期となってきた現

在，日々の研究・教育活動を進めると共に，これまで

受けてきた支援を様々な形で還元できれば幸いに思っ

ている。
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